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市
長
リ
コ
ー
ル

（解
職
）
に
伴
う
五
所
川
原
市
長
選
挙
の
投
票
が
六
月
十
八
日
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
、
無
所
属
で
元
職
の
佐
々
木
策
造
氏

（6
8）
が
無
所
属
で
前
県
議
の
櫛
引
留
吉

氏
（
6
3に
無
所
属
で
県
公
営
企
業
局
長
を
退
職
し
た
太
田
明
氏
（
弱
）
、無
所
属
で
前
県
議
の
浅

川
勇
氏
 
弱
）
、共
産
党
の
前
市
議
工
藤
善
司
氏
（
6
1）
を
破
り
、
十
ニ
年
ぶ
り
の
返
り
咲
き
を

果
た
し
ま
し
た
。
投
票
率
は
八
ニ
・
四
八
％
と
、前
回
（八
四
・
九
九
％
）
を
若
干
下回
り
ま
し
た
。
 

市
長
選
開
票

結
果
 

当
一
「
、
ニ
九
〇

佐
々
木
策
造
  有
権
者
数
 

三
六
、
八
九
四
 

七
、

五
二
四

櫛
引

留
吉
  

投
票
者
数
 

三
〇
、

四
三
一
一
 

五
、

九
五
二
太
田
 
明
 

 
棄
権
者
数
 

四
、

九
八
九

浅
川
 
勇
 

六
、

四
六
一
一
 

投
票
率
 

四
九
五
工

藤
善

司
 

八
二
・
四
八

％
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

' 

慧
饗

騰
驚
 

返
り
咲
き
を
果
た
し
た
佐
々

木
市
長
は
十
九
日
、
職
員
の
拍

手
に
迎
え
ら
れ
な
が
ら
登
庁
、
 

女
子
職
員
か
ら
お
祝
い
の
花
東

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
佐
々
木
市
長
は
、
 

岩
測
嘉
治
美
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を
受

け
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
ふ
る
さ
と

り

」
し
は
人
づ
く
り
か
ら
を
基

本
理
念
に
、
市
民
総
参
加
の
一
一

十

一
世
紀
市
民
会
議
を
早
期
に

始
動
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
四
全

総
を
背
景
と
し
て
、
行
政
、
交

通
、
都
市
計
画
等
の
全
面
的
な

見
直
し
を
し
て
、
長
期
・
中期

・

短
期
計
画
を
組
み
合
わ
せ
た
市

の
半
世
紀
計
画
を
策
定
し
、
特

に
生
活
、
健
康
、
教
育
、
福
祉

の
四
生
涯
政
策
の
実
現
に
努
め
、
 

五
万
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。
 

（毎月2 回 1日・15日発行） 市の人口 総数51,411人（男24,555・女26,856）世帯数15,120 (5 月31日現在） 
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＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくりますこ 

日制定） 
i
成元年曳 市民憲章 昭和59年10月 1 

No.690 馬競誌器諾描鳶纂器龍需 9Iい身 
、．開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 0目然 

~ 	馬 Ct4t< Lt ちは、この伝統を継承し広＠平和 

'-1、襲撫鴛響鱗協調昌I; 



平成元年（1989年）7月1日 広報ごしょがわら （第690号） ② 

るくする運動”月間で 

第
3
9回
 

r 

（社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〈
 

56 57 58 59 60 61 62 

242' 209 205 160 171 167 106 

767 732 963 813 801 721 754 

468 430 537 426 375 416 549 

93 92 110 93 84 75  84 

1,570 1,463 1,815 1,492 1,431 1,379 1,493 

63 

106 

146 

761 

614 

1,627 

55 

138 

290 

726 

618 

1,772 総 数 

その他 

高校生 

中学生 

小学生 

“社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
）
は
、す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
次
代

を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち

直
り
を
助
け
る
た
め
、
地
域
に
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
ま
し

よ
・
つ
。
 

~＝一ー 

と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
万
引
き
少
年
の
推
移
…
下
表

の
と
お
り
、
昭
和
六
十
三
年
中

に
お
け
る
万
引
き
少
年
の
補
導

人
員
は
一
士
ハ
百二
十
七
人
で
、
 

五
十
八
年
、
五
十
五
年
に
次
い

で
三
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

総
数
に
占
め
る
中
・
高
校
生
の

割
合
は
毎
年
八
〇
者
前
後
で
推

移
し
て
お
り
、
近
年
特
に
高
校

生
の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。
 

⑥
万
引
き
少
年
の
実
態
調
査
か

ら

（
昨年
九
月
か
ら
十
月
ま
で

に
補
導
し
た
少
年
百
九
十
七
人

に
聞
い
た
結
果
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。）
 

〇
男
女
別
…
男
子
六
〇
・
九
者
、
 

女
子
三
九
・
一
者
 

〇
小
・
中
・
高
校
生
別
・
・
中
学

生
四
四
・
七
者
、
高
校
生
四

三

・
六
者
、
小
学
生
一
一

・
 
 

七
者
 

〇
年
齢
別
…
四
割
が
十
四
歳
か

ら
十
五
歳
 

〇
曜
日
別

・・
自
曜日

（
祭日
）
、
 

土
曜
日
が
約
半
数
 

〇
時
間
帯
別
…
十
四
時
か
ら
十

八
時
に
集
中
 

〇
場
所
別
…
圧
倒
的
に
多
い
デ

パ
ー
ト
、
ス
ー
パ

ー
 

〇
直
接
の
動機
…
買
う
よ
り
得

四
六
・
二
者
、
ど
う
し
て
も

欲
し
く
て
二
三
・
八
軒
、
店

員
が
い
な
い
一
二
二

li引
、
 

ス
ト
レ
ス
等
の
解
消
六
・
六

者
、
ス
リ
ル
好
奇
心
五
・
ーハ
 

”白
、そ
の
他
五
・
六者
 

O共
犯
関
係
…
共
犯
の
半
数
は

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
 

〇
被
害
品
の
種
類
…
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
類
一
四
・
九
者
、
化

粧
品
類
一
二
・
九
者
、衣
類
、
 

日
用
雑
貨
類
各
九
・
三者
、
 

文
房
具
類
八
者
、
菓
子
類
六

者
、
そ
の
他
三
九
・
八者
で

高
校
生
は
男
女
と
も
化
粧
品

が
ト
ッ
プ
と
な
つ
て
いま
す
0
 

〇
親
等
と
の
会
話
…
万
引
き
に

つ
い
て
親
等と
の
会
話
が
全

く
な
い
が
約
半
数
 

万
引
き
を
さ
せ
な
い
 

た
め
に
5
家
庭
で
は
 

家
庭
は
親
と
子
の
ふ
れ
合
い
 r

 
の
場
で
す
。
わ
が
子
を
非
行
に
 

走
ら
せ
な
い
た
め
に
、
今
か
ら
 

次
の
こ
と
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
 

ん
か
。
 

.
 

一
、子
供
を
放
任
し
な
い
。
 

●
 

1
1
な
「」
詰
権
威
を失
わ《
 

子
は
親
を
写
す
鏡
で
あ
る

推

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
 

四
、
親
子
の
対
話
を
。
 

の
 

善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ

「
一

二J
J
縄
ョ
‘
ーi
?

‘
一
“

年

せ
る
。
 

六
、
子
ど
も
を
甘
や
か
さ
な
い
。少
 

小
さ
い
時
か
ら
し
つ
け
を

ー
 

息
ら
な
い
。
 

コ
」
J
 

二
つ
叱
っ
て
三
つ
ほ
め
る

万
 

心
が
け
を
。
 

子
供
に
過
度
の
期
待
を
か
 ・
 

け
な
い
。
 

．
 

子
ど
も
に
目
標
を
持
た
せ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
 

こ
こ
数
年
、
県
内
で
補
導
さ

れ
た
刑
法
犯
少
年
の
半
数
は
万

引
き
少
年
で
、
そ
の
割
合
が
年

々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
 

少
年
の
万
引
き
は
、
少
年
自

身
だ
け
で
な
く
周
り
の
人
た
ち

に
も
暗
い
影
を
落
し
ま
す
。
 

子
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
、
万
引
き
し
た
少
年
の
実
態

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
非

行
を
未
然
に
防
止
し
、「後
で
悲

し
ま
な
い
た
め
」
の
手
が
か
り
 

. 

決 54  

194 

535 

501 

135 

1,365 

 

居住地別人口比 
.63年中に補導した万引き少年を居 

住市町村別の少年人口（ 6 -19歳） 
1,000人当たりでみてみました。 
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灘
M
 

”
駈
八
認
株
 

・

時
路
人
 

原
会
 

』 

『一一ーーー一”ー一ーー  

I 第39回社会を明るくする 
I 市民集会及び街頭パレード 

レ日時 7月7日 午前 10時～ 

レ場所 市役所前お祭り広場 

市民の皆さん、多数のご参加を！! 

毎年7月は“社会を明  

rm
m
s
運
動
」
を
ご存
じ
で

す
か
。
こ
れ
は
、
家
庭
環
境
や

友
人
関
係
な
ど
が
原
因
で
非
行

に
陥
っ
た
少
年
や
、
非
行
に
陥

り
そ
う
な
少年
に
、
若
者
た
ち

が
兄
や
姉
、
あ
る
い
は
よ
い
友

だ
ち
と
し
て
接
し
て
い
く
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
 

B
B
s運
動
は
、
 

．日

（叫
肋
『o
、h
e『い
9
ミ
 

S
is
、nこ
ミ

o
せ
n
ミ
、
ミ
．.
 

の
略
で
、
 一
九
〇
四
年
に
ニ
ュ
 

ー
ョ
ー
ク
で始
ま
り
ま
し
た
。
 

増
加
す
る
不
良
少年
を
、
施
設

に
収
容
す
る
だ
け
で
は
問
題
の

解
決
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
人

々
の
奉
仕
活
動
が
、
こ
の
運
動

の
起
こ
り
で
す
。
そ
し
て
、
一

人
が
一
人
ず
つ
少
年
の
兄
の
よ

う
に
接
し
、
更
生
を
助
け
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
“
ワ

ン
マ
ン

・
ワ
ン
ボ

ー
イ
）
と
い

う
こ
の
運
動
の
基
本
姿
勢
で
、
 

今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
 

⑥
運
動
に
参
加
し
よ
う
 

現
在
B
B
s
運
動
の
会
員
は
、
 

年
齢
が
十
八
歳
か
ら
三
十
五
歳

く
ら
い
ま
で
の
人
が
、約
六
千
 
 

八
百
人
い
ま
す
。
全
国
に
五
百

六
十
四
か
所
あ
る
地
区
会
に所

属
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、余
暇
を

提
供
す
る
こ
と
にも
な
る
の
で
、
 

会
員
へ
の
負
担
は
大
き
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
ひ
と

り
の
更
生
の
手
助
け
を
す
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
れ
相
応
の
苦

労
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

毎
年
七
月
は
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
 
「社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
を
機
会
に
、
彼
ら
の
手
助

け
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
B
B
s運
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
職
業
・
性

別
・
学
歴
等
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

⑨
間
い
合
わ
せ
先
 

神
康
人
さ
ん
（
市
水
道
事
業

所
内
か
＠
九
一
二
番
）
へ
ど

う
ぞ
。
 

⑥
B
B
s
運
動
の
四
つ
の柱

〇
と
も
だ
ち
活
動…
少
年
た
ち

と
一
対
一
で
、互
い
に
信
頼

で
き
る
付
き
合
い
を
し
な
が

ら
、
立
ち
直
り
を
助
け
る
。
 

〇
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
…
B
B
S
 

の
会
員
と
少
年
が
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
共
感
を
得
る
。
 

〇
研
さ
ん
活
動
…
会
員
が
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
実
践
す
る

の
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を

習
得
す
る
。
 

〇
非
行
防
止
活
動
…
非
行
に
陥

っ
た
少
年
の
更
生
に
力
を
貸

す
だ
け
で
な
く
、
非
行
を
起

こ
さ
せ
な
い
よ
う
な
社
会
を

つ
く
る
た
め
の
活
動
。
 

近
年
、
時
代
の
進
展
に
伴
い

犯
罪
も
年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
凶
悪
犯
等
の
増
加
に
は

目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

特
に
、
犯
罪
は
低
年
齢
化
が

進
み
、
女
子
の
非
行
も
目
立
っ

て
き
て
い
ま
す
。
 

青
少
年
の
非
行
防
止
と
一
般

の
犯
罪
の
根
絶
に
市
民
の
皆
さ
 

B
B
s
運
動
の
中
心
と
なる

活
動
は
、と
も
だ
ち
活
動
で
す
。
 

こ
れ
は
、
少
年
と
会
員
が
互
い

に
信
頼
し
あ
え
る
“と
も
だ
ち
〉
 

に
な
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、と

も
だ
ち
づ
き
あ
い
を
通
し
て
、
 

少
年
を
明
る
い
方
向
へ
導
い
て

ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

又
、
日
本
B
B
s連
盟
、
地
 
 

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

「第
三
十
九
回
社
会
を
明
る

く
す
る
市
民
集
会
及
び
街
頭
パ

レ
ー
ド
」
が
関
係
団
体
の
協
力

を
得
て
七
月
七
日
、
午
前
十
時

か
ら
市
役
所
前
の
お
祭
り
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
多
数
の
ご
参
加
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

r
 

方
B
B
s連
盟
、
県
B
B
s連

盟
、
地
区
会
等
の
主
催
す
る
研

修
会
が
あ
り
、
会
員
が
活
動
す

る
の
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の

習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
地
区
B
B
s会
で

は
、七
月
七
日
実
施
さ
れ
る
「社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
機

に
彼
ら
の
手
助
け
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
した
い
と
思

っ
て
い
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
B
B
s
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

業 
衝 
防 
止 

嘗 
協 
載 
を 
．れ 

少
年
た

ち
の

非
行
を
防
ぎ
 

・

γ
・γ
・γ
・γ
・Y
一γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
‘γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
‘γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・T
・γ
 

立
ち
直

り
を
助
け

る
B
B
S
運
動
 

市保護司会会長

山内清祐さん 

“社会を明るくする運動” 
シンボルマーク 

B
B
s運
動
に
参
加
を
ノ
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ー
北

辰
大
学
が

開
講

ー
 

贈
 

一軽
観
兆
ワ
寄
J

国
ム
閲
目
 

難
難
簿

鱈
ぬ
活
性
密
編
」
新
たな
新
発
展
恵
繊
講
義
＼
 

閲 
目 

観光客受け入れで厳しい意見も出された

フォーラム 

津軽の味 「け0万十」 を試食する関西地区
エージェント企画担当者q日平山家にて） 

講演する成田教育長 

, 

I子 
終 
或八 
" 

「津
軽
半
島
観
光
、
こ
れ
で

良
い
の
か
受
入
れ

…
」
を
テ

ー
 

マ
に
、
奥
津
軽
観
光
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
六
月
十
日
、
市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
囲
五
所
川

原
青
矢

云
議
所
（佐
々
木
書
臼

理
事
長
）
の
創
立
二
十
五
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
津
軽
半
島
各

地
か
ら
約
百
人
が
出
席
し
、
観

光
客
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

フ
ォ
ー
ー
フム
で
は
、
山
口
孝

夫
同
会
議
所

一
九
八
六
年
度
理

事
長
と
今
謙
一
同
一
九
八
七
年

度
理
事
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
 

ー
に
、
津
軽
半
島

一
周
の
視
察

旅
行
を
終
え
た
ば
か
り
の
立
松

浩
之
さ
ん
（
日
本
旅
行
関
西
赤

い
風
船
旅
行
部
）
、対
馬
覚
さ
ん
 

（
法華
ク
ラ
ブ
関
西
営
業
本
部

企
画
課
）
、芦
沢
吉
朗
さ
ん
（
日

本
ェ
ァ
シ
ス
テ
ム
青
森
支
店
長
）
 

の
三
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
配
し

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

立
松
さ
ん
は
旅
行
代
理
店
の

立
場
か
ら
 
「津
軽
半
島
は
自
然

は
素
晴
ら
し
い
が
、
休
憩
施
設

な
ど
が
未
整
備
で
、
土
産
品
が

少
な
い
」
と
、
ま
た
、
対
馬
さ

ん
は
「
た
だ
待
っ
て
い
る
だ
け

で
は
お
客
は
こ
な
い
。
関
西
地

方
に
P
R
の
た
め
積
極
的
に
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
芦
沢

さ
ん
は
「
他
の
観
光
地
を
研
究

し
、
そ
の
地
区
に
な
い
も
の
を

津
軽
半
島
に
そ
ろ
え
る
な
ど
問

題
意
識
を
持
っ
て
望
ん
で
ほ
し

い
」
と
述
べ
る
な
ど
津
軽
半
島
 
 

の
観
光
地
を
一
百
間
に
わ
た
っ

て
視
察
し
た
あ
と
の
意
見
交
換

と
あ
っ
て
、
関
係
者
に
と
っ
て

は
厳
し
い
提
言
と
な
り
ま
し
た
。
 

出
席
者
は
、
中
央
の
業
者
の

厳
し
い
目
に
驚
き
な
が
ら
も
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立

ち
、
津
軽
半
島
観
光
キ
ャ
ン
ペ
 

ー
ン
 
「津
軽
さ
い
は
て
紀
行
」
 

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
 
関

西
ェ
ー
ジ
ェ
ン
ト
企
画
担
当
者

研
修
旅
行
」
の
一
行
十
三
人
が

当
市
を
訪
れ
、
旧
平
山
家
住
宅

を
見
学
、
地
元
関
係
者
と
意
見

を
交
換
し
ま
し
た
。
 

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
は
 
「宿

泊
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
面

に
不
備
が
あ
る
」
な
ど
e
意
見

が
あ
り
、
地
元
関
係
者
は
早
期

に
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

ー
守
 

去
る
六
月
八
日
、
市
民
文
化

会
館
で
「
平
成
元
年
度
北
辰
大

学
」
の
開
講
式
が
行
わ
れ
、
本

年
度
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
 

同
大
学
は
、
健
康
で
文
化
的

な
よ
り
よ
い
生
活
を
求
め
つ
つ

積
極
的
に
 
「生
き
が
い
の
あ
る

創
造
」
を
目
的
と
し
て
、
六
十

歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
、
市

教
育
委
員
会
が
開
講
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
度
で
十
七
回
目

と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
の
開
講
式
に
は
、
阿

部
市
教
育
次
長
を
は
じ
め
学
生
 
 

・

来
賓
な
ど
約
百
九
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

阿
部
教
育
次
長
は
「
健
康
に

気
を
つ
け
て
、
こ
の
一
年
間
を

有
意
義
に
過
ご
し

て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
大
学
は
三
年
次
で
卒
業
で

す
が
、
卒
業
後
も
聴
講
生
と
し

て
受
講
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、学
生
の
皆
さ
ん
は
健
康

・

歴
史
、
文
化
な
ど
幅
広
い
内
容

を
十
回
に
わ
た
っ
て
、
来
年
三

月
ま
で
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

開
講
式
の
あ
と
、
講
師
に
成
 

田
亀
逸
小
泊
村

教
育
委
員
会
教

育
長

を
迎
・
え
 

「リ
レ
ー
し
て

い
き
た
い
優
し

い
心
」
を
テ
ー
 

マ
に
第

一
回
目

の
講
座
を
行
い
、
 

学
生
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し

た
。
 



浦島太郎の寸劇などが飛び出した懇親会 

〇
五
所
川
原
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ン
 

。フ
会
（
蒔
田
浪
一
一
郎
会長
）
 

五
万
七
千
九
百
三
十
八
円
：
《
 

売
り
出
し
の
益
金
 

し
て
 

〇
五
所
川
原
ラ
v
k
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（藤
田
久
会
長
）
十
万
円

…
社
会
奉
仕
事
業
の
一
環
と
 

〇
五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合

軍
谷
惣
四
郎
組
合
長
）
一
一
一

万
円
！
：
売り
出
し
の
益
金
 

養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
く
る
み

員
」
 

一開
員
蒲
一
周
 

員 

「，
“

E
】
臣

2
涯
 

m曹
叫
舞
鷲
曹

叫
一
 
柵
曹
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     譲
纏
菱
蒲
 

ざ
像
ま
す
 

長Iミ；ミミ’奮 

」蕪
）
《
 

卿灘
灘
 

し
た
。
 

市
民
生
部
長
が
 
「市
で
も
、
で

き
る
だ
け
近
い
将
来
、
立
派
な

老
人
ホ
ー
ム
を
建
て
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
身
体
に
気
を
つ

け
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
懇
親
会
に
移
り
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

達
は
、
赤
飯
な
ど
を
食
べ
、
入

所
者
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
寸
劇

な
ど
を
見
な
が
ら
開
園
二
十
五

周
年
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
 

開
園
二
十
五
周
年
を
迎
え
た

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る

み
園
」
（小
原
満
寿
寮
長
）
で
は
 

六
月
七
日
、
同
ホ
ー
ム
で
そ
の

記
念
の
祝
い
を
開
き
ま
し
た
。
 

記
念
祝
い
で
は
、
浜
田
健
司
 

ー市町村別 

ー密囲口故助四目ン勿＝コ妙」 
D期間 7 月1 日～12月31日 

レ内容 五所川原市の居住者が県内どこで起こ

した事故でも、五所川原市の事故件数に算入

し、一定の基準により評価のうえ、 グルーフ。 

(A=J日3市・B一辛斤 5 市・C一田丁・ D一村） 

ごとに事故率の低い市町村を知事が表彰する

ものです。 

ン事故率 

五所川原市の居住
者が起こした交通

事故に付される点

数 
(1件につき 10点） 

 

●

自
動
車
保
有
台
数
 

●

人
 

口
 

五
所
川
原
市

の
 

  

  

事 

故 

 

・

一
 
・
 

一
 
一
 

五所川原市の居住
者が起こした交通

事故死者に付され
る点数（ 1名につ

き 100点） 

  

率 

   

通安全はあ雄たが主⑧ 

餌隔鷲難輸鵬 
役所の仕事全般について、納得がいかないこ

と、困っていることなど、 どんなことでも結構

ですからお気軽にご相談ください。 

レ相談内容の例 登記、税金、道路、国土調査、 

農地、医療保険、年金、老人福祉、役所の窓

口等の行政サービス 

レ日時 7 月11日午前10時L～午後 3 時 

D場所 市中央公民館 3階大広間 

レ相談者 青森地方法務局五所川原支局、五所

川原税務署、青森県（広報広聴課・五所川原

土木事務所）、市、行政相談委員、青森行政監

察事務所 

レ間い合わせ先 市民相談室（廿⑩2111番内線 

281番り へどうぞ。 

各種講習会のお知らせ 
02級ボイラー技士免許試験準備講習会 

レ日時 7 月17日～20H (9:00-17:00) 
〇安全衛生推進者養成講習会 

レ日時 7 月25日～26日（9:00-17:00) 
※場所等詳しいことは、（社う西北労働基準協会（か 

（③ 5)6336番）へどうぞ。 
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週轟家庭等娯童I細
医療費が給付されまず 

市では、母子家庭等の経済的負担分を助成し

ています。 

）給付対象者（ユ）母子及び寡婦福祉法に定める

配偶者のない女子が扶養する義務教育終了前

の児童 （②）父母のない義務教育終了前の児童

レ申請手続 新しく申請される方は、健康保険

証と印錦1を持参してください。 継続受給され

る方は、 7 月中に更新の手続きが必要です。 

印鑑、母子家庭等受給資格証、健康保険証を

持参してください。 

一 ＞間い合わせ先 市福祖二事務所児童係（"（⑩21 

11番内線243番）へどうぞ。 

罪国晃．目田自回臼個団 
＊対象ご夫婦はお申し込みを＊ 

今年も、めでたく結婚50年を迎えられた長

寿ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式

を行います。 

N対象夫婦 婚姻届以来50年（昭和 14年届

出）を経過したご夫婦。 確認のため、戸籍謄本

が必要です0 

レ申し込み締切 8 月 18日（金） 

日時・場所については、追ってお知らせしま

す。 

お申し込みは、市福祉事務所福祉係（か⑩21 

11番内線210番）へどうぞ。 

~■‘■．~~巨 平山家文書展 
ン期間 7 月11日～8 月20日 

レ場所 市歴史民俗資料館 

レ展示内容 代々津軽藩広田組手代を勤めた市 

内有数の旧家である平山家の舌文書を展示し 

ます。 

レ入館料 一般 206円、高・大学生 103円、 

小・中学生52円（20人以上は団イ本割引があり 

ます） 

ン開館時問 午前 9時～午後4日寺 

N休館日 月曜日 

・g最密鶴負貝22含1巳亜貝皿員員In  
）対象 職場・学校・部落会・町内会・子ども 

会・老人クラブ等 

N受付期間 7 月 1 日～30日 

レ申し込み方法 所定の申し込み書で市を経由 

して申し込む。 

N間い合わせ先 市管理課（廿（電）2 111番内線3 

25番）へどうぞ。 

I 五所川原コミュニテイ餌
又 力レッジ講座開設 
市教育委員会では本年度もまた青森職業訓練

短期大学校のご協力により、 コミュニティ カレ 

・ソジ（地域振興大学） を開設します。 

本講座では、実際にパーソナルコンヒーータ 

に触れながら、 いろいろなプログラムを作成し 

情報処理の実践に挑戦します。 

パーソナルコンピュータの取り扱い方やプロ 

グラミングの基礎について説明しますので、コ 

ンピュータは初めてという人も積極的にご参加 

ください。 

レ開設期間 7 月22日（土）から11月25日（土）まーでの 

10日間（午後 2 時～5 時まで） 

D場所 青森職業訓練短期大学校（市内飯詰） 

D募集人員 40人（定員になり次第締切） 

ンテキスト代 1,000円 

D申し込み締切 7 月14日（金） 

＞申し込み先 市教育委員会社会教育課 

か（③5)2111番内線248 番へ 

月 	日 講 座 内 容 

7 月 22日田 
コンピュータのプロフイー Jレ 

8 月 5 日田 

8 月 19日出 
プログラム作成の手順 

9 月 2 日田 

9 月 16日田 
プ ロ グ ラ ミ ン グ 

9 月 30 日田 

10 月 14 日田 コンピコータとDOS 

10 月 28日田 情 報 施 設 見 学 

11月 11日田 
プ ロ グ ラ ミ 	ン グ 

11月 25 日田 

無料法律相談所を開設 

くお気軽にどうぞ 〉 
交通事故をはじめ、土負！l、家屋の問題、金銭 

の貸し借り、離婚、相続等と私達の暮らしに‘よ 

いろいろな問題が起こります。 

法律上の問題は、早目に専門家の意見を聴き 

的確な解決を図ることが大切です。 

ン日時 7 月22日（D 午後1時～4 日寺 

レ場所 ili民課 市民相談室 

N担当弁護士 中林裕雄先生 

ン申し込み期限 7 月 8 日（」りまてる 

ン申し込み先 市民相談室（か電5)2111番内線 2 

81番） 

相談申し込みは電話でも受付けます。 

氏名と相談事項、電話番号をお知らせ下さい。 

なお、先着10人で味帝め切らせていただきます。 
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正調ねぷたばやし講習会受講生募集 

レ日時 7 月24日ー128日（午後 7 時～9 時） 

レ場所 産経会館（市役所隣り）4 階 

レ参加料 無料 

レ間い合わせ先 市商工観光課（か（要5)2111番内 

線259番）へどうぞ。 

窃すな局太鼠釘言い園編 
レ募集人員 20名（男女を間わず健康な方） 

レ練習日 7 月31日～8 月 2 日（17:30-19:00) 
図書館前の太鼓格納庫 

D出演日 8 月 4 日と 7 日（8:30-15:00) 
レ締切 7 月22日 

ン申し込み先 市商工観光課（廿（③5)2 111番内線 

259番）へどうぞ。 

国有林の分収育林 
森林の共有者になりませんカ、 

契約の時、 1口当たり50万円を負担するだけ 

で、あとは営林署が責任をもって手入れをし、 

立木を販売した時、 その収益を配分します。 

＠契艦は寸象森林 

ン場所 市内字飯詰山国有林105ろ林小班 

ン面積 4.68ha 
ン樹種・樹齢 すぎ・31年 

レ契約期間 24年間 

※分収育林のお問い合わせは、金木営林署（か 

⑩ 3115番）へどうぞ。 なお、現地案内は随時 

行なっています。 

自衛官募集のご案内 
自衛隊では二等陸・海・空士を次のように募

集しています。 

＠募集要項 

ン応募資格 日本国籍を有する18歳以上25歳未

満の男子 

>応募手続 市役所または自衛隊地方連絡部、 

同出張所、同募集事務所で受付 

D試験日及び試験場 受付時に通知（毎月実施） 

ン合格発表 合格者には、試験のおおむね 1 カ、 

月後に、入隊案内書を添え採用通知書で通知

レ入隊 陸・海・空の要員ごと所定の教育隊に

入隊 

⑨身分・待遇 

ン採用日をもってニ等陸・海・空士に任命、特

別職国家公務員 

ン衣・食・住 被服、寝具等は無恥干貸与、食事、 

宿舎費無3fE4 

ンその他 任期満了時に特別退職手当が支給さ

れるほか、勤務内容に応ふじて各種手当あり 

目圏臼目臼 
働く婦人の家では、次の 2 講座の受講生を募 

集します。 市内にイ主所または勤務先をお持ちの 

ご婦人の方、ふるってお申し込みください。 

☆夏をのりきるスタミナ料理教室 

レ日時 7 月13日（10 : 0O-12 : 00） ・ 7 月14  

日（18: 30-20 : 30）のどちらか希望の日 

レ締切 7 月12日 

☆夏休み・お盆のおもてなし料理教窒 

D日時 7 月18日（18 : 30-20 : 30） ・ 7 月20  

日（10 : 00-42 : 00）のどちらか希望の日 

レ締切 7 月17日 

＠募集人員 2 講座とも各24名 

⑨受講料 無料・（材料費各 1 ,000円） 

※申し込み及び問い合わせ先 

イ動く婦人の家（か（③5)8898番） 

市民講座受講生募集 
市中央公民館 

レ対象者 一般市民及び北辰大学学級生 

レ日日寺 7 月13日（木）午後 2 時～3 時30分 

レ場所 市中央公民館3階大広間 

レテーマ これからの健康について 

レ講自111 白戸千之先生（白戸胃腸科外科医院長） 

>募集人員 150名 

ン募集期間 7 月12日まて、 

ン申し込み方法 電話てH主所・氏名をお知らせ 

ください。 

＞申し込み先及び間い合わせ先 

市中央公民館（胃電多)6065番）へどうそ％ 

硬式テニス初心者教室受講生募集 

市硬式テニス協会では、毎週初心者及び初級

者を対象としたテニス教室を 6 月から10月まて、 

毎週開催しています。 

誤器慧｝午前10時～正午一般対象 

〇土曜教室 午後 2 時～4 時 小中高生対象 

ン会場 市営庭球場（菊ケ丘公園内） 

レ申し込み方法 毎週教室開催日に会場で受け 

付け（随時受け付けています） 

D参加資格 西北五地域に居住又は勤務・在学 

の方 

レ間い合わせ先 五所川原市硬式テニス協会 

（小田桐晶廿電5>4814番）へどうぞ。 

火災情報は 
i34一 2323番 

へ 

、 



江 渡 医 院
川崎胃腸科内科医院
兼平内科小児科医院

木 村 内 科 医 院
健生病院五所川原診療所

佐藤内科小児科医院
白戸胃腸科外科医院

清水胃腸科外科医院

荘 司 内 科 医 院
西 北 中 央 病 院 

対馬内科小児科医院

冨田胃腸科内科医院
都谷森小児科医院

中村整形外科病院

永田小児科内科医院

白生会胃腸病院
増 田 病 院

三 好 診 療 所

森 田 診 療 所 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

f34-4999番 
（救急医療部会） 
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はしか予防接種 
市では麻疹（はしか）の予防接種を行います。 

該当する子どもさんがおられる人はお申し込み

ください。 なお、すでにはしかの予防接種を受

けた子一どもさんは必要ありません。 

＞対象幼児 昭和61年 9 月1 日から昭和63年 8 

月31日までに生まれた幼児（当日は母子健康

手帳をご持参くださいJ 

＞申し込み期間 8 月1日（火）から 7 日（月）まで。 

（ただし、 日曜日は除く） 

ン実施期間 9 月4 日から 9 日まで。 

※今年度からMMRワクチン（麻しん・おたふ

くかぜ・風しん混合ワクチン）を使用。 

．お申し込みの際は、必ず母子健康手帳を持参 

r G）うえ市衛生課窓口へどうぞ。接種券を発行

いたします。 

D実施方法 各医療機関による個別接種

＠実施医療機関 

経憲製露曲⑩貿態圏宣 
在宅栄養士でイ呆健事業（健康教育・健康相談） 

等に協力していただける方を対象に再教育講習 

会を実施します。 

講習会の修了者を登録することにより栄養士

バンクを保健所に開設し、健康づく りに役立た

せていただきます。 在宅栄養士として活動を希

望する方は市衛生課に備え付けの 「在宅栄養士

再教育講習会受講希望者調査表」に記入のうえ、 

五所川原保健所へ提出してください。 

ン締切 7 月15日 

食生活改善推進員養成講座

受講生募集 
地域住民ク刀戊人病予防と健康増進を図るため

食生活改善推進員を養成する講囚雪です。 

レ対象者 市内に居住する婦人で、ボランティ

ア活動に熱意を有する方。 

＞内容 食生活を中心としたイ建康・づく りに役立

つ正しい知識と技術（成人病予防の食生活等） 

ン日時 

回 1 グループ 2 グループ 3グループ 

1 8 月 8日因 8月 9 日困 8 月10日困 

2 8 月22日因 8 月23日困 8
 

日

H
 

。
乙
 
4
 
日
 
困
 

 3 9 月5日因 9 月6日困 9 月7日困 

4 9 月19日因 9 月20日困 9 月21日困 

5 10月 3日因 10月4 日困 10月5 日困 

午前10日寺～午後 3 日寺 

レ場所 市働く婦人の家 

ン募集人員 150名（ 1 グルーフp50名） 

＞テキスト代 300円 

ン締切 7 月15日 

※なお、各グループの全日程を受講した方に‘よ 

修了証書を差しあげます。 

⑥上記についての申し込み先及び間い合わせう乞 

市衛生課（廿⑩2111番内線272番）又は五 

所川原保健所保健予防課（廿⑩2108-9番）へど 

うぞ。 

i勿叱ン吻芸芸笑笛篠簾芽ぎm勿警 
蕊 	 ー 	ー ー ー ーーー’ー‘一 ‘ー、ー 	 ミ 

7 月28日（劃 午後 I日寺 

市偵引建センター 

古川力男先生 

（西北中央病院副院長） 

「胆石症について」 

滅嘉了1Wノビ＝鷲鷲嘉r‘ごン二鷺鴛l鷺‘嘉 

I 
ミ 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008

